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希望に関する概の整理
――心理学的観点から――

大橋 明
恒藤 暁
柏木 哲夫

“希望”は人が生きていく上で必要不可欠なものであることが、これまで多くの研究

者によって指摘されてきた（e.g. Fromm,１９６８／１９７０; Lynch, １９６５; Stotland,１９６９）。

しかしこの希望について、日本で心理学的な研究が行われ始めたのは最近のことである。

第二次世界大戦前の心理学に関する論文題目を整理している心理学関係研究誌文献目録

（小山田・芦葉・深谷・中山・後藤・大井・斉藤・古川・宮本・橘・宮本・森・村瀬,

１９８９）には、希望（hope ; Hoffnung）という概念について検討した研究は掲載されてい

ない。１９７５年に『児童心理』で特集「子どもの希望を育てる」が組まれたが、これが日

本で希望が心理学的に扱われた最初であろう１）。そこでは北村晴朗や小此木啓吾、鑪幹

八郎、田畑治、台利夫ら各氏が希望についてそれぞれの立場から論じている。この『児

童心理』に掲載された論文をもとに、北村（１９８３）は『希望の心理－自分を生かす－』

を記した。

１９７７年には、『青年心理』の創刊号にて特集「青年の希望」が組まれ、桂広介、小宮

山要ら各氏が希望や時間について述べている。また、１９９０年には『教育と医学』でも「希

望－これからを生きる－」という特集が組まれ、勝俣暎史、三好暁光、北山修ら各氏が

論を重ねている。

その後、白井（２００１）による『〈希望〉の心理学－時間的展望をどうもつか－』が出版

され、勉誠出版の『Science of Humanity Bensei（人文学と情報処理）』（２００１）では「希

望の心理学」という特集が組まれた。そして、日本心理学会第６６回大会（２００２）でも「希

望の心理学」と銘打ったワークショップが開かれるなど、希望について心理学的に捉え

ようとする試みが近年頻繁になされている２）。

なぜ、現在これほどまでに希望を捉えようとするのだろうか。それは、先行きが不透

明であり、ストレスの時代と表現される現代の時代背景と無縁ではないだろう。また、

いつの時代でも「未来がみえない」と言われていたわけであるが、特に近年は自らの未

来を切り拓くことが時代や社会から要請された切実な問題である（e.g.白井,２００１;渡辺,

２００２）ことも、希望が扱われるようになった理由として挙げることができるかもしれな

い。しかし、希望とは捉えどころのない曖昧な概念である（Farran, Herth & Popovich,
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１９９５）ために、アプローチし難い。また心理学ではポジティブなテーマよりもむしろネ

ガティブなテーマに目が向けられていた（渡辺,２００１）。そのために、希望というものが

心理学における研究の主題として、これまでそれほど扱われてこなかったと推察される。

本論では、希望について考察した主要な研究者の論を概観し、希望と類似概念との差

異について吟味する。次いで、希望の定義に関する問題点を検討する。更に、高齢者の

希望を考察するための予備的な研究を行い、その結果を報告する。

Ⅰ．希望とはなにか

１．希望に関する主要な論

希望の定義についての整理は、これまで様々な研究者によって行われている（e.g.

Benzein & Saveman,１９９８; Farran et al.,１９９５;勝俣,１９９０;北村,１９８３;渡辺,２００２）が、

本論では４名の心理学者の論に焦点を当てたい。

希望に「期待」「目標」という概念を取り入れた研究者のひとりが Stotland（１９６９）

である。Stotlandは、辞書により希望の意味を検討し、希望がもつ意味の本質について

期待の概念と統合可能であり、「目標に到達するというゼロ以上の期待（expectation）」

（Stotland,１９６９, p２）としている。

Stotlandは、ある目標に到達しようとする生活体の動機づけが、ある程度まで、目標

到達について知覚された確率とその目標に関して知覚された重要性との正の関数である

こと、また目標に到達する確率と重要性が大きいと知覚するほど、生活体が経験するポ

ジティブな感情も大きくなることを論じた。加えて、目標に到達する確率が低いと知覚

し、かつ目標の重要性が大きいほど、生活体の経験する不安は大きくなることを指摘し

た。このように、Stotlandは希望を論じる上で、目標に到達する「確率」と、到達しよう

とする目標の「重要性」に焦点を当てた。この Stotlandの論に依拠して、Ballard, Green,

McCaa & Logsdon（１９９７）、Erickson, Post & Paige（１９７５）、Farran & McCann（１９８９）、

Farran & Popovich（１９９０）などが研究を行っている。

この「目標」に認知的な視点を組み入れた Snyderら（e.g. Snyder,１９８９,１９９４a,１９９４b,

１９９５, ２０００; Snyder, Harris, Anderson, Holleran, Irving, Sigmon, Yoshinobu, Gibb,

Langelle & Harney,１９９１; Snyder, Hoza, Pelham, Rapoff, Ware, Danovsky, Highberger,

Rubinstein & Stahl,１９９７; Snyder, McDermott, Cook, & Rapoff,１９９７; Snyder, Sympson,

Ybasco, Borders, Babyak & Higgins,１９９６; Babyak, Snyder & Yoshinobu,１９９３）は、希

望を目標到達への期待と同義として扱う文献をレビューし、従来の研究者が希望を目標

に到達できるという一次元の構成概念として定義する一方で、その目標がどのように追

求されるかについて詳述していないことを指摘した。その上で、希望を agencyと

pathwaysについて相互に得られた感覚で構成される認知的なまとまりと定義した

（Snyder et al.,１９９１）。agencyとは、目標到達に必要な活動を始めたり維持したりする
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信念を指し、一方 pathwaysとは、目標に到達するための道筋を生み出すことができる

という信念を示す（Snyder et al.,１９９６）。このように、Snyderらは、希望が「目標に向

かっていく意志の強さ」と「目標に到達する可能性」に関する認知の相互作用で決定す

ると考察している。この Snyderらの考えに沿った研究も枚挙に暇がない（e.g. Ahmed

& Duhamel, １９９４;青山・藤原・神山, １９９３; Carvajal, Clair, Nash & Evans,１９９８;

Cramer & Dyrkacz,１９９８; Irving, Seidner, Burling, Pagliarini & Robbins−S,１９９８;加藤,

２００１; Onwuegbuzie,１９９８; Onwuegbuzie & Daley,１９９９; Range & Penton,１９９４;篠原・

勝俣,２０００,２００１）。また、Snyderらの研究については、渡辺（２００２）が詳しく論じている。

しかし、希望を目標や期待とする論に対しての批判もある。北村（１９７５,１９８３,２００１）

は、Lersch、Maisonneuve、Fromm、Stotlandなどによる希望を吟味し、希望を特定の目

的や目標の達成にかかわる願望や期待の場合と区別すべきことを指摘している。そして

希望を「来るべき未来の状況に明るさがあるという感知に伴う快調をおびた感情。特定

の目的の実現や、特定の目標への到達を目指すものではないが、人生の特定されない価

値や意義が実現される視界または境域としての未来が信頼できるという明るい感情」と

している。

また北村は、未来において到達しようとするものに至るまでに何が起こるかわからな

いために、「未来における実現・獲得・到達を求める」欲求や意志、「手を伸ばしただけ

でとらえられ、一歩踏み出しただけで到達できるものに対する」願望、「数時間・数日

・何年後かの実現」を目指す意欲は、未来を信頼する感情である希望が存在しない限り、

達成のための努力はほとんど期待できないものとして考察し、希望を未来への展望にお

ける基礎と捉えている。この北村による論に依拠して希望を捉えようと試みた研究は、

大橋ら（大橋, ２００２; Ohashi,２００２;大橋・柏木・恒藤, ２００２）によるもの以外にみられ

ない。

そして、北村（１９８３）も指摘した信頼感という視点から希望を取り上げたのは Erikson

（e.g. Erikson,１９８２; Erikson, Erikson & Kivnick,１９８６; Evans,１９６７／１９８１）である。

Erikson（Erikson,１９８２; Erikson et al.,１９８６）によると、希望は乳児期における基本的

信頼と不信という葛藤やバランスから現れてくる。

この希望について、Eriksonは Evansとの対話の中で、「個体発生の諸段階において発

達していく人間的関心事に対する全体的な見通し」であることを指摘している（Evans,

１９６７／１９８１, p１９）。この希望の力は、「後に続く全ての心理社会的な力が健康的に発達

するための支え」となり、「これまでの全ての心理社会的課題の再統合と非常に密接な

関係がある」という（Erikson et al.,１９８６, p２１８）。また「状況や条件の変化する中で、

生涯にわたる信頼と不信との闘争の故に、希望はしっかり発達しなければならないし、

一生涯を通じて確かめられ、いくたびも肯定されなければならない」ことを指摘してい

る（Evans,１９６７／１９８１, p１９）。すなわち、希望は信頼感を土台にして構築され、また希

望の感覚は人生の初期に発達するが、その後の人生における発達段階のテーマを統合す
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る基礎となる（Erikson et al.,１９８６）ことが示唆されている。

２．希望と類似概念との相違

希望と類似する概念としては、楽観主義、願望、欲望などが挙げられる。

希望と楽観主義の差異については、幾つかの論がみられる。Frommは希望を「まだ

生まれていないもののためにいつでも準備ができていること」であり、「たとえ一生の

うちに何も生まれなかったとしても、絶望的にならないということ」とした（Fromm,

１９６８／１９７０, p２７－p２８）一方で、楽観主義を「ひょっとしたら最悪のことが起こるかも

しれないということを認識する煩わしさを避けて、ただ最上のものを望む」こと（Fromm,

１９６８／１９７０, p４４）とし、楽観主義と希望とを区別している。

また Maisonneuve（１９４８／１９５５）は、楽観主義がよい日が来るまで現在の苦しみに耐

えることができると自負することを通して、現在置かれている悲劇の状態の意識化を拒

否することとした。反対に希望は、貪欲な先見や楽天的な怠慢ではなく、忍耐や謙虚さ

をもつことであり、「信頼的で貪欲性のない期待」（Maisonneuve,１９４８／１９５５, p１３６）と

した。

その他にも Snyder（１９９４a）は、どんなに悪い事象が起こったとしても、そのネガティ

ブな面には目を向けずポジティブな面にのみ目を向けるという盲目的な楽観主義

（pollyanna optimism）や、悪い事象が起こった時にその原因を外的・一時的・特異的に

帰属する説明スタイルをもつ学習性楽観主義（learned optimism）が希望と異なるとした。

また、楽観主義は不安を減弱する有効な短期の防衛機制とも捉えられており（Farran et

al.,１９９５）、楽観主義は希望とは異なるものであることが多く指摘されている。

このように、楽観主義は希望と比較された場合にネガティブな意味合いで使われるこ

とが多いが、Taylor（１９８９／１９９８）は、楽観主義への批判を否定し、自分の置かれてい

る状況に対して楽観的な推測をし、ネガティブな出来事をコントロールできるという信

念を持ち続けている人々が、自分の状況に適応していることを紹介している。Taylor

（１９８９／１９９８）によると、このような「適応性のあるフィクション」を「positive illusion

（ポジティブ幻想）」と表現するが、このポジティブ幻想はいつでも適応を促すのでは

ない。誇大妄想は精神病理と関係していることからもわかるように適応ではない（遠藤,

１９９８）。また非生産的な楽観が適応には結びつかないことも指摘されている（Scheier &

Carver,１９９２）。Seligman（１９９０）も、会社の運営を例に挙げて、楽観主義が全ての場面

で有効ではないことを示唆している。

結局のところ、楽観主義やポジティブ幻想とは、未来を明るくみようとする「態度」

や「姿勢」のことであろう。この態度によって希望が高まる（e.g. Seligman,１９９０;園田,

２００１）ことは容易に想像できるが、希望そのものとは異なることが指摘できる。

希望と欲望・願望との差異であるが、欲望とは特定の対象に向かって突進し所有しよ

うとするもの（Maisonneuve,１９４８／１９５５）であり、未来における実現・獲得・到達を求
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めるもの（北村, １９８３）である。倉石（１９８１）も James, W.を引用して、欲望の実現が

可能でないと感じた時は、その欲望を願望としている。斉藤（１９８５）は、愛や温かさ、

喜び、前向きな明るさをもたらし、生きていくための力を生み出す実現可能な希望を

「hope」とした。一方、現実とのギャップから孤独、不信、不安、怒りをもたらす実現

不可能な夢のような希望を「wish」としている。Fromm（１９６８／１９７０）も、より多くの、

よりよい車や家や小物類をほしがる人が希望をもつ人ではないとして、希望が願望や欲

望とは異なることを指摘している。このように、欲望や願望は特定の対象を入手しよう

とする点、不快な感覚をもたらす点で希望とは異なる（北村,１９８３）と考えられる。

３．希望の定義に関する問題点

希望の定義に関する問題点のひとつは、渡辺（２００２）が指摘するように、希望が「感

情」として捉えられるのか、あるいは「認知」として捉えられるのかということである。

これについても様々な論がある。例えば Snyderは認知的な点を重視している。この理

由について渡辺（２００２）は、Snyderが感情という曖昧なものを排除しようと試みてい

ること、また感情を目標を目指す思考の副産物として位置づけていることを挙げている。

それに対して北村（２００１）は、根拠は明らかにしていないが、認知を強調する意見も

あることを踏まえつつも、希望が感情であることを指摘している。Kast（１９９１）は、非

常に広範囲にわたる実存的な感情として希望を捉えている。これらは感情としての希望

を重視している立場と言えよう。一方 Lazarus（１９９９）は、感情としての希望、コーピ

ング過程としての希望という視点から希望を捉えようとしている。「希望をもつ能力が

生き生きとしたコーピングの源となり、このコーピングの過程は、感情としての希望に

打ち立てられる」（Lazarus,１９９９, p６７４）と述べるように、感情としての希望を基礎とし、

認知としての希望の存在にも含みをもたせている。このような点を踏まえて渡辺（２００２）

は、暫定的にという制限をつけた上で、希望を「未来の見通しと期待に支えられて、現

在において生じる肯定的な認知と感情の総体に関わる概念」（渡辺, ２００２, p３７）として

いるが、この定義には更なる注釈が必要であるということも論じている。

なお、Snyder以前の研究者が述べる希望は感情として扱われる場合が多い。これは

当時まだ「認知」という概念が流布していなかったことも考えられるが、希望が「認知」

なのか「感情」なのかという点は今後検討していくべき課題である。

次に希望の定義に関する問題として挙げられるのが、希望とは「期待をもつ」ことや「目

標がある」ことなのかという点である。なぜ“期待（expectancy, expectation ; Erwartung）”

という概念を用いて希望を説明するのだろうか。Stotlandの論については言うまでもな

いが、渡辺（２００２）が報告するように、心理学の辞典・事典においても、希望は未来の

事象について望ましい結果となる期待によって特徴づけられるものとして扱われている。

このように希望は目標や期待という語で説明されているが、希望と目標あるいは期待と

の間にはどのような同異があるのだろうか。
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‥Lersch（１９６６）は、未来に関する中性の動的な感情（Gefuhlsregung）を期待としてい

る。そして、人間の目指す人生・意義・意味の価値が実現される場（Feld）としての未

来に対する動的な感情が希望であり、未来愛（amor futuri）のようなものであると指摘

する（Lersch,１９６６, p２８６－p２８７）。Maisonneuve（１９４８／１９５５）も、希望を「未来を志向

する。それは期待でもある」が、「それだけでは希望を定義するにはとうてい充分では

ない」ために、「期待の他の形の間に希望を性格づける」ことが必要であるという

（Maisonneuve,１９４８／１９５５, p１３３）。

一方、北村（１９８３）はこの Maisonneuve（１９４８／１９５５）による希望の定義を例に挙げ、

欲望や意志と希望との差異を強調し過ぎることには否定的である。その理由として北村

（１９８３）は、欲望や意志の目標に到達するのは未来のことなので、そこにはまだ確定さ

れない未来への信頼が前提にあることを挙げる。つまり、希望があってはじめて欲望や

願望が成立するということを示唆している。同様に Kast（１９９１）は、期待がある特定

の願望に焦点を当てたものであり、達成できない折の失望の原因になるものであるのに

対して、希望とは期待を支え、期待を超越した、非常に広範囲にわたる実存的な感情で

あるという。Bollnow（１９６０／１９６９）も、希望と期待とが密接な関係にあることを踏ま

え、期待していることは「全く明確に表象されている出来事」（Bollnow, １９６０／１９６９,

p１２７）であり、希望は不明確なものであると指摘しつつも、期待は一定の目標に向かっ

て収縮された未来であるが、これは希望という開いた時間の中で存在し得ることを示唆

している。また Bollnow（１９６０／１９６９）は、「私は～を希望し得る」と言い表すことが

でき、一定の内容をもった「相対的希望」と、一定の対象をもたず人間の心を満たす「絶

対的希望」が存在すると述べている。相対的希望は特定の内容をもつゆえに実現する場

合もあり実現しない場合もあるが（中野・中野, １９８８）、絶対的希望は無形性的であり

（Bollnow, １９７２）、特定の内容をもたないために幻滅させられることはないという（中

野・中野,１９８８）。さらに Dufault & Martocchio（１９８５）は、ある望ましい状況になり得

るという「個別的希望（particularized hope）」と、未来に対する漠然とした感覚である

「総合的希望（generalized hope）」の２種類があるとしている。総合的希望は、人が個

別的希望を�奪された時に絶望から守り、過去・現在・未来における人生の意味
（meaning of life）を保護しあるいは取り戻すものであり、個別的希望の枠を超えて、

希望をもつ人を守る無形の傘のようなものであるという。

Bollnow（１９６０／１９６９,１９７２）の場合でも Dufault & Martocchio（１９８５）の場合でも、

具体的な対象が設定されている相対的希望あるいは個別的希望は、目標到達への期待あ

るいは願望と類似するところがあるように思われる。反対に、絶対的希望あるいは総合

的希望は、明確な対象が存在しない。これらのことからも、この両者の示唆する希望は

北村（１９８３）の論と類似する部分があろう。

このように、希望は期待や目標とは区別される傾向がこれらの論から窺われ、また希

望が期待や願望の基礎となるという考察もみられることから、期待あるいは目標は希望
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の一部分として捉えることは可能なものの、希望を充分に示す概念ではないことを示唆

しているように推察される。

一方、既述したように Stotland（１９６９）は目標に到達するという期待を希望と捉えて

いる。また、「ある望まれた結果が起こるであろうという自信に満ちた期待を伴うもの」

（Farber,１９６８／１９７７, p１１）と、やはり具体的な対象を得ることができるという期待を

希望としている論もある。加えて Snyderは目標に関わる認知を希望として提示し、様々

な研究を積み重ねている。勝俣（１９９３）も希望を「将来ないし未来において、望ましい

何かが実現ないし達成されることについてこいねがい、望むことであって、期望（期待

して望むこと）、祈望（祈り願うこと）、企望（くわだてのぞむこと）、冀望（こいねが

い、記すこと）を包含するもの」（勝俣,１９９３, p２７４）とした上で、Snyder et al.（１９９１）

の Hope Scaleを用いて研究を行っている。

希望が目標到達や期待という概念で説明されている点について、Snyderの論を詳し

く吟味した渡辺（２００２）によると、これまでの希望に関する研究があまりにも曖昧なも

のを取り扱っているという懐疑的な眼差しを受けてきたことを Snyderは意識している。

そして堅実な方法的基盤に基づいた実証的資料、つまり目標や目標の価値の検討によっ

て、疑惑に満ちた視線に応える必要があったと渡辺（２００２）は考察している。このよう

に、希望という概念を扱う際の問題は、希望というものがもつ曖昧さをどのように排除

するかということと深く関わっているように思われる。

実際、心理学の領域では Snyderや Stotlandの論が用いられていることが多い（e.g.

Ahmed & Duhamel,１９９４;青山・藤原・神山, １９９３; Carvajal et al.,１９９８; Cramer &

Dyrkacz,１９９８; Irving et al., １９９８;加藤, ２００１; Onwuegbuzie,１９９８; Onwuegbuzie &

Daley,１９９９; Range & Penton,１９９４;篠原・勝俣, ２０００, ２００１）。心理学は科学であると

いう立場から、客観的な指標、目にみえる行動を扱う必要があるゆえに、期待や目標と

いう構成概念を用いて希望を捉えざるを得ないのではないだろうか。つまり、希望とい

う曖昧な概念をそのまま扱うことで、何を捉えようとしているのか不明になってしまう

ことを回避するために、より具体的な定義を採用する期待や目標という概念を用いて希

望を捉えようとしていることがひとつの理由として考えられる。

またこの立場での研究では、対象を児童期・青年期や成人期とする場合が多い。児童

期は未来を重要だと考え、青年期では目標手段関係の認知が発達し、自我同一性の達成

には社会的自立という目標を目指した行動が重要になり、成人期では目標指向性が青年

期よりも高くなる（白井, １９９７）という発達の側面をもつ対象だからこそ、Snyderや

Stotlandによる希望が採用されることは順当な流れなのかもしれない。

しかしながら、これまで希望を明確にしようと試みてきた諸家の論を考慮すると、希

望と期待や目標到達とは異なる部分があることが指摘でき、目標や期待を明らかにする

ことが希望を明らかにすることにはなり得ないのではないだろうか。

一方、心理学でも感情として希望を捉える立場や、看護学、哲学の領域では、より広
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がりのある概念としての希望を採用している場合が多い（e.g. Benzein & Saveman,１９９８;

Bollnow, １９６０／１９６９, １９７２; Dufault & Martocchio,１９８５; Herth, １９９１;射場, ２０００;

Lersch,１９６６; Meisonnueve,１９４８／１９５５; Plummer,１９８８）。看護学の雑誌に掲載されてい

る Farran & Popovich（１９９０）や Farran & McCann（１９８９）、Rideout & Montemuro（１９８５）

では、Stotland（１９６９）の定義のみならず、「困難から抜け出る方法がある、物事がうま

く運べる、人々が内的・外的現実に何とかして対処しやり遂げることができる、特に疾

病から抜け出る方法があるという、極めて普遍的な生物的・生理的な感覚での“解決法”

である根源的な認識と感情」（Lynch,１９６５, p３２）という希望の定義をも採用しており、

柔軟に希望を捉えている。

看護学の領域で柔軟な定義が採用されたことについては、疾病を抱えている患者や高

齢者を対象としたため、対象者の全人的な理解やケアを目指したところにその根拠があ

るのかもしれない。また、高齢者では目標指向性は減少し、将来無関心が増大するとい

う指摘（白井, １９９７）や、喪失体験を重ね、幾つもの健康問題を抱え、自分で自分の面

倒をみる能力の低下を体験しているかもしれない高齢者を対象とした場合は、達成や成

功、統制と関連づけて希望を定義することには疑問が生じるという指摘（Farran,

Salloway & Clark,１９９０）がある。これらのことからも、目標到達や期待とした希望よ

りも、より広がりのある希望を採用することが適当である可能性もある。しかし、これ

らの領域で扱われる希望の場合、実際にこの心の動きをどのように共通理解のものとし

て捉えることができるかという問題が伴う。つまり、何を捉えようとしているのか不明

確になる可能性が捨て切れない。希望の定義に曖昧さを残してしまい、厳密さや客観性

に欠けることも考えられよう。

希望を定義するということは悩ましい課題であり、心理学という学問の中で希望がこ

れまで扱われなかった所以でもあると推察される。希望の本質を損ねることがなく、か

つ曖昧さを排した定義の構築が今後に望まれる課題である。

Ⅱ．希望に関する予備的研究－高齢者を対象として－

１．序論

このように概観してきた希望であるが、実際にどのような事象に伴ってもたらされ減

弱していくのかについての研究は乏しい。Gaskins & Forté（１９９４）は、６５～９５歳の地域

社会に居住する高齢者１２名を対象として、希望を与えてくれる事物をカメラで撮影する

よう求め、その現像写真を元に面接を行った。その結果、希望が他者との交流、信仰、

健康の維持、積極的な感情（positive emotion）などから生じていることを指摘している。

また、地域社会に居住する１０名の高齢者を対象とした小泉・足高・大黒（１９９８）は、

Gaskins & Forté（１９９４）の手法を用いて検討を行ったところ、他者との交流、健康、趣

味、仕事・役割、自然・信仰、経済的保障、子どもたちの成長、積極的な感情などが高
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齢者の希望を高めるとしている。反対に高齢者の希望を弱める原因としては、健康障害、

重要な他者や経済基盤の喪失、家族関係、今の政治、プライドを傷つけられることなど

が挙げられている（小泉・伊藤・宮本, １９９９）。以上のような研究が散見できる程度で

ある。

そこで本研究では、自由記述法を用い、高齢者の希望をもたらしたり弱めたりする事

象と、その際に生じる感情をできる限り広く抽出することを目的とした。

本研究では高齢者を対象とするが、期待あるいは目標が希望を充分に示す概念ではな

い可能性があることや、白井（１９９７）および Farran et al.（１９９０）の指摘を踏まえ、本

研究における希望を北村（１９８３）に従い、「来るべき未来の状況に明るさがあるという

感知に伴う快調をおびた感情。特定の目的の実現や、特定の目標への到達を目指すもの

ではないが、人生の特定されない価値や意義が実現される視界または境域としての未来

が信頼できるという明るい感情」（北村, １９８３, p２１）とした。希望があるということは、

その程度の差異はあるにせよ、未来を明るいと感じることが前提にある。それゆえ、希

望が何から生じるのかについて、「どんな時に、未来に明るいきざしを感じますか」「ど

んな時に、これから先どうにかなると思いますか」「どんな時に、これから先の見通し

は明るいと思いますか」「どんな時に，将来に可能性があると思いますか」と問うこと

は、希望をもたらす事象に関して明らかにするためには有効であると考えられる。

一方、希望が減弱した際は、抑うつ症状がみられたり、自殺念慮がみられたりする（e.g.

勝俣,１９９０; Lester,１９９８; Range & Penton,１９９４）。従って、希望が減弱する原因につい

て、「どんな時に、もうどうにもならないと感じましたか」「どんな時に、これから先の

見通しがまったく立たないと感じましたか」「どんな時に、生きていくのが嫌になりま

したか」と問うことは、希望を減弱させる事象に関して尋ねるために適切な問いである

と推測される。

加えて、その際どのような感覚を抱いたかについて事象と平行して尋ねることは、北

村（１９８３）が述べる「未来に明るさがあるという感知に伴う快調をおびた感情」３）を明

らかにするためには有効な問いであると考えられる。

２．方法

�１ 対象者

G県内に在住する６０歳以上の高齢者２００名を調査対象とした。回答の得られた１３０名（回

収率６５．０％）のうち、記述に不備や無記入が認められた６名を除いた１２４名を分析対象

とした。平均年齢は６８．０歳（SD＝５．５６）。そのうち男性は６９名であり、平均年齢６８．３歳

（SD＝５．６５）であった。一方女性は５５名、平均年齢６７．７歳（SD＝５．４９）であった。

なお、対象者のうち６８名（５４．８％）は、G県が主催するシルバー大学講座に参加する

高齢者である。このシルバー大学講座とは、高齢者に幅広い学習の場を提供することと

地域リーダーの養成を図ることを目的として開講されたものである。残りの５６名（４５．２
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％）は、G県老人クラブ連合会の下位組織である各市町村の連合会に所属する高齢者で

ある。老人クラブとは、高齢者が健康づくりやレクリエーションなどに取り組むことを

通して、高齢者自身の生活を健全で生きがいのある豊かなものとすることを目的とした

自主的な組織である（全国老人クラブ連合会,１９９５）４）。

�２ 方法および手続き

自由記述法を用いた。まず希望をもたらす事象については、「あなたは、どんな時に、

未来に明るいきざしを感じますか」「どんな時に、これから先どうにかなると思います

か」「どんな時に、これから先の見通しは明るいと感じますか」「どんな時に、将来に可

能性があると感じますか」と問い、自由に記述することを求めた。また、その際の心境

についても併せて記述するよう求めた。希望を弱める事象については、「どんな時に、

もうどうにもならないと感じましたか」「どんな時に、これから先の見通しがまったく

立たないと感じましたか」「どんな時に、生きていくのが嫌になりましたか」と問い、

自由に記述することを求めた。この場合も、希望をもたらす事象について尋ねた時と同

様に、記述した事象を体験した際の心境を記述させた。調査用紙は対象者に直接配布し、

郵送により回収した。

３．結果および考察

記述された事象およびその際の感情については、希望をもたらす事象、希望を弱める

事象のそれぞれで内容を検討した。

�１ 希望をもたらす・弱める事象の内容

高齢者は身体・精神の健康の喪失、経済的自立の喪失、家族・社会とのつながりの喪

失、生きる目的の喪失を体験し（長谷川, １９７５）、これらの喪失体験は高齢者を抑うつ

にし、心理的動揺を起こしやすくさせる（芝・市川, １９９０）。また高齢者は、収入の減

少や配偶者の死や病気などの経験を通して、新たな暮らし方を学ばなければならない

（Havighurst,１９５３／１９６９）。その一方で、生きがいをもって暮らすためには、家族関係、

夫婦関係、友人関係、地域社会や隣人とのつきあいや趣味、仕事、健康が重要である（e.g.

奥村・米村・多久・蜂谷・平野, １９９５;総理府内閣総理大臣官房広報室, １９９３）。加えて、

自然や宗教に関わること、重要な他者の喪失も希望を変化させる（小泉ら,１９９８,１９９９）。

そこで、高齢者の希望がどのような事象に随伴してもたらされるのか、あるいは減弱

するのかをみるために、記述された希望をもたらす事象と、希望を減弱させる事象とを、

①自分や家族の健康状態に関すること、②家族関係に関すること、③友人関係に関する

こと、④社会問題に関すること、⑤経済状態に関すること、⑥趣味に関すること、⑦自

然・宗教に関すること、⑧死に関すること、⑨仕事に関することに分類した。このカテ

ゴリーに従って、記述された事象について３度ランダムに強制分類し、そのうち同じカ
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テゴリーに２度以上分類されたものを採択した。

事象内容は希望をもたらす事象、あるいは希望を弱める事象として記述された内容を

Table１に示した。

希望をもたらす事象については、「健康」「家族関係」「友人関係」「社会問題」「経済

状態」の他に、「趣味」「自然・宗教」「仕事」に関する事象が記述された。具体的には、

健康であることを示唆された時（健康）や、孫と遊んでいる時（家族関係）、家族の優

しい言葉や態度に触れた時（家族関係）、仲間とおしゃべりをしている時（友人関係）、

講演会参加に参加している時（趣味）、旅行に行っている時（趣味）、花壇で咲いた花を

みつめている時（自然・宗教）、会社で仕事をしている時（仕事）などが、希望をもた

Table１ 希望をもたらす事象・希望を弱める事象について記述された内容

希望をもたらす事象の記述例 カテゴリー 希望を弱める事象の記述例

健康で、普通の生活ができる時
善玉のコレステロールが人一倍多いと言われた時
家族全員が健康で明るく仲良く暮らしている時

健康

病気やケガ・入院をした時
体の動きに機敏さがなくなったと感じた時
物忘れが激しくなったと感じた時
歯が悪くなり、柔らかいものしか食べられない時
寝たきりの親の看病が続いた時
家族が事故に遭ったり病気をした時

孫と遊んでいる時
家族と話し合っている時
弟、妹、子どもたちの優しい言葉や態度に触れた時
孫の元気な姿をみた時
子どもや孫が順調に暮らしている報告を受けた時
孫の成長や元気に遊んでいる姿をみた時

家族関係

夫・妻と意見・考えが合わなかった時
自分の意見を言っても聞いてもらえない時
家族で喧嘩をした時
孫に相手にされなかった時
家族の役に立てなかった時
夫から離婚の話が出て離婚した時
親が痴呆になった時

茶の湯の仲間とお茶事をする時
スポーツで、仲間と練習、試合に出場する時
友人とおしゃべりをしている時
友人とレストランで会話している時

友人関係

集まりのメンバーの不満やいじめが多くみられた時
仲間の嫌がらせで集まりの仕事を辞めさせられた時
病に侵された友人の気持ちがわからなかった時

阪神大震災の時のボランティアの人をみた時
ニュース、新聞などで明るい話を耳にした時

社会問題
国会や官僚の態度をテレビでみた時
年金の減額が予想される報道を聞いた時

収入があった時
経済状態

働くことが出来なくなって収入の道が途絶えた時
年金の契約時に、受取金が大幅に減額された時
交際費など出費がかさんだ時

ゴルフをしたり、ジョギングをしたりしている時
家庭菜園や花作り、お稽古事をしている時
講演会やシルバー大学に参加している時
旅行に行っている時

趣味 （なし）

花壇の花の手入れや、咲いた花をみつめている時
小動物と話をしているような気分になった時
家庭菜園で野菜が豊作だった時
お寺を巡拝している時

自然・宗教 （なし）

（なし） 死
夫・妻を亡くした時
きょうだい・両親・実子を亡くした時
親しい人・頼りにしていた人が亡くなった時

会社で仕事をしている時
仕事

仕事を辞めた時
事業に失敗した時
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らす事象として記述された。これらの結果から、ライフイベントではなく、日常体験さ

れるようなポジティブで瑣末な事象が希望を高めていることが指摘できると考えられる。

一方、希望を弱める事象についても、「健康」「家族関係」「友人関係」「社会問題」「経

済状態」の他に「死」「仕事」に関する事象が記述された。記述された内容を細部まで

検討すると、病気やケガ・入院をした時（健康）や離婚した時（家族関係）、配偶者・

きょうだいなど身近な人を亡くした時（死）、仕事を辞めた時（仕事）というライフイ

ベントが希望を弱めていることが示された。加えて、物忘れが激しくなったと感じた時

（健康）、やわらかいものしか食べられない時（健康）、孫に相手にされなかった時（家

族関係）、家族の役に立てなかった時（家族関係）、仲間の不満やいじめが多くみられた

時（友人関係）など、ライフイベントとまではいかないネガティブで瑣末な事象も希望

を弱めていることが認められた。

このように、希望とは人生の節目に起こるような大きな衝撃を伴うライフイベントだ

けではなく、普段体験するような些細な出来事によって変化することが示唆された。つ

まり毎日の生活の中で希望は変化することが明らかとなった。希望とは日々の生活の中

で育まれ失われるという側面をもつものであると言えよう。

�２ 希望をもたらす・弱める事象を体験した際に伴う感情

希望をもたらす事象や希望を弱める事象を体験した際にどのような感情が生じるかに

ついて、記述された内容を KJ法（川喜田,１９６７,１９７０）に基づいて分類した。

Table２は、希望がもたらされる事象を体験した際、どのような感情を得るかについ

てまとめたものである。内容は、『時間に対する快調な感情』『積極的な感情』および『自

他の一帯感』という３つのカテゴリーに分類された。

『時間に対する快調な感情』とは、その時その時点における過去・現在および未来へ

のポジティブな感情を示す。「未来に対する感情」「現在に対する感情」「過去に対する

感情」から構成される。「未来に対する感情」は、将来は必ずよくなる、不安がないな

どといった、未来への明るい思いについて記述されたものである。「現在における感情」

とは、気分がすっきりした、幸せを感じる、安心感、温かい気分、穏やかな気分などと

いった、事象を体験した現在という時点に対して得られた快の感情と言える。「過去に

対する感情」とは、若い頃の気持ちになる、楽しい少年時代に帰るなどといった、事象

を通して過去の自分を想起し快の感情を得ることであり、それが未来への明るさをもた

らしている。

次に、『積極的な感情』は「高揚感」と「目標へ向かう意欲」からなる。「高揚感」は、

気力が湧いている、励みが出るなど、具体的な対象は示されてはいないが、内的に高まっ

ているという感覚である。「目標へ向かう意欲」は、知識欲が湧いてくる、頑張りたい、

競争心が出るといった何らかの対象を目指そうという感覚であり、ここでは、目的追求

や自発的な活動性（北村,１９６３）に関わる感情が含まれると言えよう。
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『自他の一帯感』は、自分と他者・超越者、自分の人生との一帯（ひとつづき・ひと

すじ）感を示す。「他者との一帯感」「超越者・自然との一帯感」および「人生の統合」

から構成される。「他者との一帯感」は、周囲の人に感謝、救われる、自分ひとりで悩

むことはないなど、家族や友人をはじめとする周囲の人との関係を通して得られるポジ

ティブな感情である。「超越者・自然との一帯感」は、神仏など超越者とのつながりや、

収穫・動植物とのふれあいを通して得られる快の感情である。「人生の統合」は、生き

ていてよかった、人生は楽しい・素晴らしいものだといった、個人の過去・現在・未来

という時間を統合する、つまり人生全体をつなげまとめた感情である。

一方、希望が弱まる事象を体験した際、どのような感情が随伴するかについては Table

３に示した。内容は、希望がもたらされる場合と同様に、『時間に対する不快な感情』『前

向きな感情の停滞』および『自他の乖離感』という３つのカテゴリーに分類された。

『時間に対する不快な感情』は「未来に対する感情」「現在に対する感情」および「過

去に対する感情」からなる。「未来に対する感情」は、お先真っ暗、絶望的な気持ちと

いった、未来に対する不快な思いについて記述されたものである。「現在に対する感情」

は、淋しい、はかない、悲しいなど、事象の体験を通して覚知された現在に対するネガ

ティブな感情を示す。「過去に対する感情」では、何のために今までやってきたのかと

いった、過去の積み重ねに対する否定の感情について記述されたものである。

『積極的な感情の停滞』は、「無力感」と「死の望み」で構成される。「無力感」は、

Table２ 希望をもたらす事象を体験した際の感情

カテゴリー サブカテゴリー 具体的な記述

時間に対する
快調な感情

未来に対する感情
将来は必ずよくなる 不安がない
未来に対する期待をもつ
将来の希望が湧いてきた

現在に対する感情
気分がすっきりした 幸せを感じる
安心感 温かい気分 嬉しい
穏やかな気分 心が和む 楽しい

過去に対する感情
若い頃の気持ちになる
楽しい少年時代に戻る

積極的な感情

高揚感 気力が湧いている 励みが出る

目標へ向かう意欲
知識欲が湧いている 頑張りたい
競争心が出る 闘争心が湧く

自他の一帯感

他者との一帯感

周囲の人に感謝 救われる
自分ひとりで悩むことはない
一緒にいると満ち足りた気分になる
誰かに分けてあげたい

超越者・自然との
一帯感

神仏に感謝 動物・植物に癒される
太陽や宇宙に手を合わせられる

人生の統合
人生は楽しい・素晴らしいものだ
人生に張り合いがある
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気力が滅入る、どうすることもできないなど、自発的な行動を起こす意欲が欠落し、身

動きの取れない思いを示したものである。また「死の望み」は、意欲としても理解可能

であるが、意欲の向かう対象が「死」であり、早く死にたい、生きる気持ちをなくした、

自殺したいなど、ネガティブな感情として捉えられる。

『自他の乖離感』は、「他者との乖離感」「超越者との乖離感」「統合の失敗」からなる。

「他者との乖離感」は、どうしてわかってくれないのか、遺されて淋しいなど、家族や

友人との関係の断絶感を示したものである。「超越者との乖離感」は、神も仏もないと

いった超越者への不信の感情である。「統合の失敗」は、人生に意味はなかった、苦し

いだけの一生だったといった、自分の人生をまとめ、ひとつのものとできない思いを示

す。

このように、希望がもたらされる事象を体験した際には、未来に対する明るさのみな

らず、過去・現在における快調な感情が生じていることが示された。また、高揚感、目

標に向かう意欲から構成される積極的な感情や、他者や神仏・自然などとのつながり、

更には自分の人生の統合（つながり）に関する感情も生じていることが認められた。一

方、希望が弱くなる事象を体験した際は、やはり未来に対する暗さのみならず、過去や

現在、人生全般に対する負の感情も生じていた。また、無気力が生じ、積極的な感情が

生じたとしても死への望みが記述され、他者や神仏ともつながり感が弱化し、自分の人

生もまとめあげることができていないことが示された。つまり、希望がもたらされる時

と弱まる時とでは、時間に対する感情、積極的な感情、自他の一帯感において、概ね正

Table３ 希望を弱める事象を体験した際の感情

カテゴリー サブカテゴリー 具体的な記述

時間に対する
不快な感情

未来に対する感情
お先は真っ暗だ 絶望的な気持ち
将来に不安

現在に対する感情
淋しい はかない 悲しい 不幸
世の無常を感じる 落胆した
あきらめの気持ち 心細い

過去に対する感情 何のために今までやってきたのか

積極的な感情の
停滞

無力感
気力が滅入る もどかしい
どうすることもできない

死の望み

生きる望みがない 早く死にたい
自殺したい 生きる気持ちをなくした
このまま目がさめなければよい
長生きするのがイヤになった

自他の乖離感

他者との乖離感
どうしてわかってくれないのか
遺されて淋しい 裏切られた
どうしてこの人と結婚したのか

超越者との乖離感 神も仏もない

統合の失敗
人生に意味はなかった 苦しいだけの一生だった
楽しみのない人生の始まり
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反対の感情が生じていることが認められた。このように、希望は未来が明るいという感

情であるが、そこには積極的な感情や自他の一帯感が伴っていることが推測できる。

これまでの研究において、希望の要素・特質として様々なものが挙げられてきた。例

えば、未来に対するポジティブな感情（e.g. Lange,１９７８; Macquarrie,１９７８; Stoner &

Keampfer,１９８５）、次の秒、週あるいは遠く離れた未来に向けられたもの（e.g. Godfrey,

１９８７; Moltman,１９６７; Stephenson,１９９１）が指摘されているが、本研究で提示された『時

間に対する快調な感情』と重なる部分があろう。また不屈の精神（Fromm,１９６８／１９７０）、

絶望のアパシーと闘う活力（e.g. Lange,１９７８; Menninger & Pruyser,１９６３）、目標到達

への期待（e.g. Stotland,１９６９）と『積極的な感情』は対応する。そして自己や他者を含

むもの（e.g. Nowotny,１９８９）、世話、分かち合い、信用、無条件の愛、憧れや必要とされ

る感覚（e.g. Lynch,１９６５; Marcel,１９６２）と『自他の一帯感』とは符合する部分がある。

このように、本研究で示された「未来に明るさがあるという感知に伴う快調をおびた

感情」は、これまで指摘されてきた希望の要素・特質を網羅するものであると考えられる。

�３ 本研究の問題点と今後の課題

本研究は、自由記述法によって高齢者の希望をもたらす・弱める事象について、また

それらの事象に伴って生じる感情について探索的に検討してきた。しかし、高齢者の自

由記述によるものであり、どのような事象が高齢者一般に影響を及ぼすのかについては

吟味できていない。また、ライフイベントや日常生活の出来事は高齢者の心身に影響を

及ぼす（e.g.下仲・中里・河合・佐藤・石原・権藤,１９９５; Weinberger, Hiner & Tierney,

１９８７）ことも指摘されており、数量的な分析も必要である。

希望についても同様である。北村（１９８３）は、願っていた事柄に成功が予想される時

は、未来そのものが輝くように感じられる場合があり、未来が全く暗いと思っていた時

に僅かな明るさがみえてくる時があることを指摘する。確かに、人間の生活の中で、未

来について明るい光があるように感じる時もあれば、全く先のみえない暗闇のように覚

知する場合もある。また未来が暗いと感じる中で、一筋の光を見出して前に進むという

ことも日々体験されることである。つまり個人が感じる希望には強弱のあることが推察

される。従って、希望は数量的に測定することも可能であろう。なお、希望を測定する

尺度は幾つか散見できるが（e.g. Erickson et al.,１９７５; Gottschalk,１９７４; Herth,１９９１,

１９９２; Mercier, Fawcett & Clark,１９８４; Miller & powers,１９８８; Nowotny,１９８９; Nunn,

Lewin, Walton & Carr,１９９６; Obayuwana, Collings, Carter, Rao, Mathura & Wilson,

１９８２; Raleigh & Boehm,１９９４; Snyder et al.,１９９１,１９９６,１９９７b ; Stoner,１９８２）、そのひ

とつである Herth Hope Scale（Herth,１９９１）は日本語に翻訳され、高齢者を対象として

信頼性および妥当性が確認されている（大橋,２００２）。また本研究でみられた時間に対す

る快調な感情、積極的・前向きな感情、自他の一帯感について検討することができる。

この測度を用いての検討も可能であろう。
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Ⅲ．総 論

“希望”は人が生きていく上で必要不可欠なものであるが、これまで日本ではそれほ

ど研究が積み重ねられてきたわけではない。本論では、希望の概念について主要な論を

概観した。Stotland（１９６９）は目標に到達するという期待とし、Snyder et al.（１９９１,１９９６）

はこの目標に認知の視点を組み入れた希望を提言した。一方、北村（１９８３）は目標の達

成に関わる願望、期待などは希望と異なることを指摘した。また、未来を信頼する感情

である希望を、欲求や意志、願望、期待など未来への展望の基礎とした上で「来るべき

未来の状況に明るさがあるという感知に伴う快調をおびた感情」と定義した。この信頼

感という視点から希望を取り上げた Erikson at al.（１９８２, １９８６）は、希望を人間的関心

事に対する全体的な見通しとして捉え、基本的信頼と不信というバランスから生じてく

るとした。

このような希望であるが、未来を明るく捉えようとする楽観主義や、特定の対象を入

手しようとし不快な感覚をもたらす願望、欲望とは異なる。しかし、これまでの様々な

研究者の論を概観すると、希望を「感情」と捉えるか（e.g. Kast,１９９１;北村,１９８３）、「認

知」として捉えるか（e.g. Snyder,１９８９）、あるいは感情と認知の総体的な概念として捉

えるか（e.g. Lazarus,１９９９;渡辺, ２００２）という点で検討していく必要があることが示

唆された。また、希望は「期待」や「目標」という概念で説明できるのかという問題も

ある。近年の心理学では、Snyder et al.（１９９１,１９９６）や Stotland（１９６９）による目標や

期待を重視した定義を採用する研究が多くみられる。一方、心理学でも感情として希望

を捉える立場や、哲学、看護学では、目標や期待を希望と区別する（e.g. Lersch,１９６６）

傾向もあれば、希望の一側面として採用している論（e.g. Bollnow,１９６０／１９６９; Dufault

& Martocchio,１９８５）もみられるなど、より広がりのある定義が採用される傾向にある。

前者では希望の曖昧さを排除しようとする姿勢が窺われるが、希望そのものを充分に説

明していない可能性があり、後者で扱われる希望は曖昧であるために何を捉えようとし

ているのかが不明確になる可能性がある。

本論では北村（１９８３）に依拠し、高齢者を対象とした研究の第一段階として、高齢者

の希望をもたらす事象、希望を減弱させる事象、またこれらの事象を体験した際に随伴

する感情について、G県に居住する１２４名を対象に自由記述法を用いて探索的に検討し

た。その結果、希望をもたらす事象として、健康、家族関係、友人関係、社会問題、経

済状態、趣味、自然・宗教および仕事が、希望を弱める事象としては、健康、家族関係、

友人関係、社会問題、経済状態、死および仕事が記述された。また、希望をもたらす事

象に随伴して、時間（過去・現在・未来）に対する快調な感情や、積極的な感情、自他

の一帯感が生じていること、希望を弱める事象には、時間に対する不快な感情、積極的

な感情の停滞、自他の乖離感が生じていることが認められた。

これらの探索的研究の結果、希望は、死別や健康の喪失などいわゆるライフイベント
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と呼ばれる大きな事象だけによって変化するものではなく、日常体験するような瑣末な

事象によっても変化する可能性があるということが示唆された。つまり希望とは、日々

の生活の中で育まれ、失われていく性質をもつものである。そして、希望は、未来が明

るいという感情であるが、積極的な感情や自他の一帯感を伴うものである可能性も指摘

できよう。

注

１）論文題目に「希望」と記した研究者には橋田（１９５３）や返田（１９６４）など散見できるが、希望とは

何かということを吟味したものではない。

２）学会ではないが、心理科学研究会では２００１年に「希望の心理学」についてのディスカッションが渡

辺弘純氏（愛媛大学教育学部）を中心として行われた。

３）北村（１９８３）は、欲望・意志や願望などと希望との差異を強調し
�

過
�

ぎ
�

る
�

ことに疑問を呈し、希望の

存在の上に欲望・願望が成立すると捉えた上で、希望を「未来の状況に明るさがあるという感知に

伴う快調な感情」と定義した。つまり北村が述べる「快調な感情」には欲求や願望を表層とした希

望を含める意図があったことも推察される。しかし、これまで様々な研究者から「世話」「分かち

合い」など多様な希望の側面が指摘されていることを踏まえ、本論では「快調な感情」を未来へ向

けられたものと限定せず、より広範囲に捉えることを目指した。

４）本研究では、シルバー大学講座参加者および老人クラブ加入者を対象としたが、この２グループ間

で回答の偏りはみられなかった。
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Hope : A review of the concept in psychology

Akira OHASHI, Satoru TSUNETO and Tetsuo KASHIWAGI

“Hope” has often been described as an elusive, mysterious and soft concept that is

absolutely essential for human life. However, there have not been many studies on the

concept of hope in Japan. This article deals with dominant arguments concerning the

concept of hope.

Stotland（１９６９）described hope as an expectation greater than zero of achieving a goal,

and Snyder at al.（１９９１,１９９６）defined hope as a cognitive set that is composed of a

reciprocally derived sense of successful agency（goal−directed determination） and

successful pathways（planning of ways to meet goals）. Conversely, Kitamura（１９８３）

indicated that hope is distinct from aspiration or expectation. He also concluded that hope

is a feeling of trust in the future and the basis of future perspectives（e.g. appetite, will,

desire, or expectation）, defining hope as “a pleasant feeling that accompanies the

awareness of brightness in a future situation.” Erikson et al.（１９８２,１９８６）, who studied

hope from the angle of trust, suggested that hope as the entire plan of man’s concerns

develops in ontogenetic stages and depends on the balance between basic trust and basic

mistrust.

Hope is distinct from optimism, which is a positive attitude towards the future, or the

desire for any particular concrete object or one that gives an uncomfortable sensation.

However, through reviewing the hope studies, it was deemed necessary to determine

whether hope was a feeling（e.g. Kitamura,１９８３; Kast,１９９１）, recognition（e.g. Snyder,

１９８９）or the totality of feeling and recognition（e.g. Lazarus,１９９９; Watanabe,２００２）.

Furthermore, there was the problem of whether “explanation” and “goal” are sufficient

terms for explaining hope or not. Recent researches in psychology emphasize the

explanation and goal proposed by Snyder et al.（１９９１,１９９６）or Stotland（１９６９）. In this

standpoint, there is the intention to avoid the ambiguity concerning hope, but it should

be considered that there is insufficient representation of hope. Others in psychology

regarding hope as a feeling, philosophy and nursing science are apt to adopt the

argument that a goal or expectation is distinct from hope（e.g. Lersch,１９６６;

Maisonneuve,１９４８）and is a constitutive part of hope（e.g. Bollnow,１９６０, Dufault &

Martocchio,１９８５）. In this standpoint, hope has a more broadening definition but is

wrapped in obscurity, so there is the possibility that hope cannot be clarified.

This article follows Kitamura’s argument and attempts to explore１）the events of

inspiring and weakening hope,２）the feelings that accompany these events.１２４ elderly
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people were given an open−ended questionnaire. The events inspiring hope were

identified as health, family and friend relationships, social and economical issues, hobbies,

nature, religion and work. The events weakening hope were identified as health, family

and friend relationships, social and economical issues, death and work.

Events inspiring hope were accompanied by positive feelings towards the past, present

and future, a positive mood and interconnectedness. In contrast, the events weakening

hope were accompanied by negative feelings towards the past, present and future,

stagnation of a positive mood and feelings of disconnectedness between self and others.

The results suggest that hope varies with not only life events（e.g. bereavement or loss

of health）, but daily uplifts and hassles : hope is nurtured and lost in daily life. And, the

result also suggests that hope may be accompanied by a positive mood and

interconnectedness, with a central focus on a pleasant feeling of brightness in a future

situation.
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